
2023年8月24日に始まった福島第一原発から発生する「ALPS処理水」の海洋放出は、
すでに3年目に入ろうとしています。

これまでに放出された水の量は、約15万6000㎥、そこに含まれるトリチウムの総量は
約36.4兆ベクレルにのぼります。この問題は、東京電力福島第一原発事故の影響が、今
も続いていることを示しています。廃炉作業が続くかぎり、今後も処理水は発生し、海洋
放出が続きます。

海は、私たちの暮らしや命を支えるかけがえのない存在です。福島の海も、日本の海も、
決して放射性物質の「捨て場」ではありません。実際にその海で生計を立てている漁業者
の方々からは、今も不安や反対の声が上がり続けています。

これ以上、命の源である海を汚さないために、この問題にしっかりと向き合い、私たちは
強行放出に抗議するスタンディングを行います。

【呼びかけ】 さようなら原発１０００万人アクション実行委員会 【連絡先】 ０３－５２８９－８２２４

JR新宿駅 南口
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